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テ
ィ
ア
の
参
加
も
そ
の
一
つ
で
す
。

応
募
段
階
で
す
で
に
語
学
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
募
集
が
終
わ
っ
て
い
た
の

は
残
念
だ
っ
た
の
で
す
が
、
イ
ベ
ン

ト
会
場
設
営
等
に
関
わ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
多
く
の
方
々

と
ふ
れ
あ
う
こ
と
が
で
き
、
会
場
で

は
踊
り
や
音
楽
を
じ
か
に
感
じ
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

も
う
一
つ
は
名
桜
大
学
の
制
度
で

あ
る
企
業
実
習
に
参
加
出
来
た
こ
と

で
す
。
こ
こ
で
も
た
く
さ
ん
の
方
々

に
お
世
話
に
な
り
、
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら

の
留
学
生
の
方
と
一
緒
に
学
べ
た
の

も
貴
重
で
し
た
。
実
習
で
は
、
パ
ソ

コ
ン
教
室
の
教
育
補
助
を
メ
イ
ン
に
、

バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
に
も
挑
戦
し
、
部
活

を
通
し
て
多
く
の
仲
間
を
増
や
す
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
海
中
で
は
豊
か

な
自
然
を
体
験
し
、
不
発
弾
も
多
く

見
ら
れ
、
戦
争
を
実
感
す
る
こ
と
も

出
来
ま
し
た
。

沖
縄
に
は
「
守
礼
の
心
」
と
い
う

言
葉
が
あ
り
、
誰
に
話
を
聞
い
て
も

一
期
一
会
と
い
う
言
葉
を
大
切
に
し

て
お
り
、
来
る
者
を
拒
ま
ず
最
大
の

礼
を
持
っ
て
接
す
る
と
い
う
「
沖
縄

の
ひ
と
の
美
ら
心
を
自
然
と
と
も
に

学
べ
た
」
こ
と
が
最
大
の
成
果
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
お
世
話

に
な
っ
た
名
桜
大
学
の
方
、
特
に
教

務
課
の
方
々
に
改
め
て
お
礼
を
申
し

上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
平
成

年

月

月
、
名
桜
大

学
国
際
学
部
経
営
情
報
学
科
に
派

遣
）

掲
示
板
に
単
位
互
換
制
度
に
伴
う

派
遣
学
生
の
募
集
の
告
示
が
出
た
時
、

喜
び
を
隠
し
切
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

高
校
の
修
学
旅
行
で
自
然
・
平
和
学

習
を
通
じ
て
、
よ
り
深
く
沖
縄
に
つ

い
て
学
び
た
い
と
願
っ
て
い
た
だ
け

に
す
ぐ
に
応
募
。
生
活
に
関
し
て
は

当
初
、
下
宿
先
を
斡
旋
す
る
と
の
こ

と
で
し
た
が
、
寮
に
入
れ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
、
履
修
手
続
き
や
現

地
で
の
生
活
に
も
名
桜
大
学
の
担
当

者
に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

現
地
で
は
歴
史
・
文
化
・
気
候
風

土
・
方
言
に
つ
い
て
の
単
位
を
主
に

取
得
。
授
業
で
は
非
常
に
フ
レ
ン
ド

リ
ー
で
、
わ
き
あ
い
あ
い
と
楽
し
く

学
べ
、
そ
こ
に
も
沖
縄
の
ひ
と
の
人

柄
が
に
じ
み
出
て
い
ま
し
た
。

現
地
で
は
貴
重
な
体
験
を
い
く
つ

か
し
ま
し
た
。
サ
ミ
ッ
ト
ボ
ラ
ン

名
桜
大
学

沖
縄
県
名
護
市
に
平
成

年
開
学
。

国
際
学
部
国
際
文
化
学
科
・
経
営
情

報
学
科
・
観
光
産
業
学
科
と
大
学
院

か
ら
成
り
学
生
総
数
約

人
。

敷
地
面
積
約

万

千

。
国
際
大

と
は
平
成

年

月
に
単
位
互
換
協

定
を
結
ん
で
い
る
。

沖
縄
の
ひ
と
の
美ち

ゅ

ら
心
と
自
然
を
学
ぶ

沖
縄
の
ひ
と
の
美ち

ゅ

ら
心
と
自
然
を
学
ぶ

私は 月 日から 月 日までオーストラリアのジーロ
ン校に行かせていただきました。
ホストファミリーや友達との出会い、授業や習慣の違う
日間、様々なことがありました。
私は着いてすぐ、寮生活に入りました。初めての英語だ

けの生活に不安もありましたが、その心配はすぐになくな
りました。なぜなら、同じ部屋の子が話しかけてくれたか
らです。私が泊まった寮の人は皆、優しくて困った時、助
けてくれました。一緒に日本語を勉強したり、テレビを見
たり、散歩したり、とても楽しかったです。友達のお母さ
んは日本語が堪能で、手作りのケーキを持ってきてくだ
さったこともあり、感激でした。
また、ホームステイ先では、英語が聞きとれず会話がで

きなくて悩みました。が、ホストファミリーの人が日本食
を作ってくれたり、一緒に星を見に行ったり、海に連れて
行ってくれたりして、その親切に励まされ、がんばりまし
た。
この体験を通して感じたことは、自分の英語がいかに通

じないかです。言いたいことが英語で話せない、相手の言っ
てることが聞きとれない。でも、たくさんの友達ができま
した。私は、たとえ単語しか話せなくても、話そうと努力
したら相手に通じると思いました。もっともっと勉強して、
英語を身につけていきたいです。
（ 年 月 日から 月 日まで

奥田政三教育・研究基金により派遣）

留学生レポート留学生レポート

私は日本に来て、もう 年経った。今年、大学 年生

である。ベトナムで高校を卒業してから、日本へ来て、

大学に入った。大学の勉強はこの大学が初体験である。

最初はいろいろなことを知らなかった。先生と友達か

ら親切に教えてもらった。今まで一番嬉しいことは私が

自立することができるようになったことだ。日本へ来て

から、新しい生活が始まった。家族がいないし、友達も

いないし、自分でいろいろなことをしなければならな

かった。

私は大学の近くの小さな家に住んでいる。毎日、学校

が終わってから、自分で料理を作ったり掃除をしたりす

る。週末にアルバイトに行っている。私は自分でも頑張っ

ていると思う。けれども、時々家族のことを思い出した

り、友達に逢いたくなったり、思い切りベトナム語で話

したい時がある。しかし、現在、 年間のやったことを

振り返ってみて、私は自立生活ができることを誇らしく

感じている。

今、私はとても嬉しくて孤独感もなくなった。なぜな

らば私の周りに友達がたくさんいるからである。これか

らも自分の将来のために毎日楽しい生活をして、一生懸

命に勉強を頑張り、充実した日本生活を送りたいと思う。

（ベトナム出身）

大阪国際大和田高校 年

川崎 広美

話す努力すれば相手に通じる

大阪国際女子大学スポーツ行動学科 回生

NGHIEM VIET HA（ギェム ベト ハー）

大学で学んだこと

現
在
公
開
中
の
宮
崎
駿
ア
ニ
メ

『
千
と
千
尋
の
神
隠
し
』
は

月
末
、

『
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
』
の
持
つ
動
員
日

本
記
録

万

人
を
抜
き
、

月
中

に
は
興
行
収
入
記
録

億
円
も
突
破

す
る
勢
い
の
超
メ
ガ

ヒ
ッ
ト
。
ど
こ
か
懐

か
し
い
風
景
は
心
が
な
ご
ん
だ
。
こ

こ
数
年
、
シ
ネ
コ
ン
（
複
合
映
画
館
）

が
多
く
な
り
、
レ
デ
ィ
ー
ス
デ
ー
な

ど
の
割
引
サ
ー
ビ
ス
で
、
映
画
は
安

価
な
娯
楽
と
い
う
値
ご
ろ
感
が
広

ま
っ
て
い
る
の
も
要
因
の
ひ
と
つ
。

一
部
の
劇
場
で
実
施
の
デ
ジ
タ
ル
上

映
は
、
映
画
が
フ
ィ
ル
ム
と
い
う
概

念
は
揺
る
い
で
し
ま
う
。
あ
ま
り
に

も
鮮
明
で
、
き
れ
い
な
の
だ
。

た
だ
半
面
、
中
国
映
画
『
山
の
郵

便
配
達
』
の
よ
う
な
素
朴
な
作
品
に

も
魅
か
れ
て
し
ま
う
の
も
事
実
。
テ

レ
ビ
と
違
い
、
自
分
の
意
思
で
お
金

を
払
い
、
あ
る
時
間
を
映
画
館
と
い

う
空
間
に
身
を
ま
か
せ
る
。
い
い
映

画
に
出
会
え
た
ら
、
こ
ん
な
に
う
れ

し
い
も
の
は
な
い
。
映
画
人
口
の
中

心
は
、
今
も
昔
も
若
い
人
た
ち
。
女

子
大
生
や
短
大
生
の
層
が
リ
ピ
ー

タ
ー
と
な
っ
た
作
品
は
必
ず
ヒ
ッ
ト

す
る
。
ま
た
映
画
に
は
不
思
議
な
魔

力
？
が
あ
り
、
主
人
公
に
あ
こ
が
れ
、

学
校
の
先
生
や
キ
ャ
リ
ア
ウ
ー
マ
ン

に
な
っ
た
人
は
多
い
。

今
回
の
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
で
影

響
を
受
け
て
い
る
ハ
リ
ウ
ッ
ド
に
も

日
本
人
の
進
出
は
著
し
い
。
あ
な
た

も
ス
ピ
ル
バ
ー
グ
や

・
ロ
バ
ー
ツ

た
ち
と
働
け
る
土
壌
は
あ
る
。
ぜ
ひ
、

夢
で
は
な
く
、
世
界
に
翼
を
は
ば
た

か
せ
て
ほ
し
い
も
の
だ
。

大
阪
は

年
、
わ
が
国
最

初
の
映
画
興
行
が

行
わ
れ
た
と
こ
ろ
。

場
所
は
今
の
南
海

難
波
駅
前
に
あ
る

南
街
会
館
。

を
成
功
さ
せ
た

大
阪
市
は

年
後
ま
で
に
『
映
画
の

博
物
館
』
と
い
え
る
映
像
情
報
総
合

セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
を
つ
く
る
。
私

の
願
い
は
み
な
さ
ん
に
も
う
す
こ
し
、

映
画
館
へ
足
を
運
ん
で
も
ら
い
た
い

の
で
す
。
そ
し
て
、
い
い
出
会
い
を

し
て
ほ
し
い
の
で
す
。

映
画

そ
の
未
来
と
希
望

映
画

そ
の
未
来
と
希
望

映
画
評
論
家

奥
田

均

映
画
評
論
家

奥
田

均

資
格
取
得
者
（
敬
称
略
）

国
際
大

平
成

年
度
第

回

学
内
団
体
試
験

（
平
成

年

月

日
実
施
）

人
中

点
以
上
は

人
。

点
以
上
は
次
の
通
り
。

政
経

三
井
秀
剛

女
子
大
・
短
大

平
成

年
度
第

回
英
検
準

級

（

年

月

日
実
施
）

女
子
大
国
際
コ
ミ

李

春
愛

第

回

公
開
試
験

（

年

月

日
実
施
）

人
中

点
以
上
は

人
。

点
以
上
は
次
の
通
り
。

科
目
等

兼
松
伸
江

第

回

公
開
試
験

（

年

月

日
実
施
）

人
中

点
以
上
は

人
。

点
以
上
は
次
の
通
り
。

女
子
大
国
コ
ミ

中
村
浩
子

同

井
上
和
子

土
居
夕
香

同

杉

野
吉
子

科
目
等

兼
松
伸
江

平
成

年
度
第

回

学
内
団
体
試
験

（

年

月

日
実
施
）

人
中

点
以
上
は

人
。

点
以
上
は
次
の
通
り
。

女
子
大
国
コ
ミ

片
岡
美
樹

前
川

博
美

三
村
有
里

井
町
有
里

短
大

国
際

竹
内
智
香

第

回

公
開
試
験

（

年

月

日
実
施
）

人
中

点
以
上
は

人
。

点
以
上
は
次
の
通
り
。

科
目
等

兼
松
伸
江

学
科
団
体
試
験
（
国

コ
ミ
）

（

年

月

日
実
施
）

人
中

点
以
上
は

人
。

点
以
上
は
次
の
通
り
。

女
子
大
国
際
コ
ミ

李

春
愛

ワ
ー
プ
ロ
検
定

級

（

年

月

日
実
施
）

女
子
大
社
コ
ミ

二
宮
佐
弥
香

村

上
裕
紀

同
国
際
コ
ミ

田
中
陽
子

谷
口
敏
子

同
人
健

藤
本
佳
七

子

同

星
野
和
子

同

木
下

智
美

木
下
真
弓

尾
泰
枝

ス
ポ

行

舛
見
法
子

同

高
橋
有
夏

松
田
千
歳

山
本

栄

短
大
国
際

小
林
奈
央
子

三
谷
恵
理

山
本

知
香

同

梅
本
佳
余

小
谷
舞
子

佐
藤
潤
子

澤
井
悠
香

田
中
亜
紀

田
中
万
里

堤

有
里

戸
田
雅
子

中
村
安
希

西
村
菜
美
子

西
村
三

紗
子

吉
本
奈
美

中
村
彩
香

同

級

（

年

月

日
実
施
）

短
大
国
際

吉
村
輝
恵

基
本
情
報
技
術
者
（
第
二
種
情

報
処
理
技
術
者
）

（

年

月

日
実
施
）

短
大
国
際

吉
村
輝
恵

初
級
シ
ス
テ
ム
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト

レ
ー
タ

（

年

月

日
実
施
）

短
大
国
際

越
水
幸
子

第

回
秘
書
技
能
検
定
準

級

（

年

月

日
実
施
）

女
子
大
国
コ
ミ

西
川
理
恵

岩
崎

香
奈

同

級

（

年

月

日
実
施
）

女
子
大
社
コ
ミ

今
井
寛
子

岡
田

佳
代

小
島
由
紀
子

味
波
千
尋

東

中
川
美
代
子

樋
口
律
子

森
田
実
希

梅
西
優
子

同

酒
井
作
楽

国

コ
ミ

東
田
周
子

中
垣
香
奈
栄

岩
田
博
美

大
久
保
好
恵

木
村
あ
ゆ

み

乗
松
有
希

俣
野
弥
生

松
尾
嘉

美

山
下
さ
お
り

同

田
上
由
紀

子

奥
野
加
奈
子

人
健

小
野
純

子

ス
ポ
行

上
原
み
ゆ
き

奥

直
子

武
田
昌
子

短
大
家
政

松
本
早
織

同

西
村
真
理

花
田

聖
月

国
際

澤
井
悠
香

山
本
優

子

大
城

藍

小
池

綾

坂
部
美

紀

井
麻
子

三
浦
愛
夏

橋
典

子

越
水
幸
子

岩

静
香

辰
野
宏

美

安
井
千
恵

堤

有
里

藤
井
幸

恵

槙
原
尚
美

第

回
秘
書
技
能
検
定
準

級

（

年

月

日
実
施
）

女
子
大
国
コ
ミ

田
伏
藍
子

奥
村

朋
子

短
大
家
政

多
田
恵
菜

同

級

（

年

月

日
実
施
）

女
子
大
国
コ
ミ

南
向
優
美

同

中
谷
絵
里

同

小
川
果
澄

同

井
上
佳
奈

人
健

升
田
駒
子

同

宮
崎
三
咲
子

横
田
知
佳

同

田
口
み
づ
穂

社
コ
ミ

前

田
維
久
子

同

上
坂
佐
世
子

四

方
聖
香

杉
山
裕
理

藤
澤
裕
美

松

川
博
美

村
上
裕
紀

望
月
敬
代

山

本
成
美

依
本
優
希

短
大
国
際

岸

里
美

宇
佐
川
幸
子

大
橋
奈
央

小
谷
舞
子

佐
藤
潤
子

鷹
西
め
ぐ

み

中
村
安
希

同

三
谷
恵
理

丹

茜

家
政

福
山
さ
や
か

同

沖
美
予
子

田
村
美
知

津
留

由
香
利

西
井
久
美
子

桃
井
麻
友
子

第

回
簿
記
検
定
試
験

級

（

年

月

日
実
施
）

女
子
大
社
コ
ミ

神
山
り
さ

藤
原

真
理
子

同

安
藤
紀
子

人
健

森
脇
寛
子

長
谷
川
優
子

第

回
簿
記
能
力
検
定
試

験

級

（

年

月

日
実
施
）

短
大
家
政

越
水
明
子

滝
井
高
校

平
成

年
度
第

回
英
検

級

年

山
田
実
和

平
成

年
度
第

回
英
検

級

年

原

知
世

第

回
ワ
ー
プ
ロ
実
務
検
定
試

験

（

年

月

日
実
施
）

年

渡
辺
つ
か
さ

駒
井
真
美

大
和
田
高
校

平
成

年
度
第

回
英
検

級

年

貴
田
愛
子

栗
田
美
穂
子

宮

崎
彩
子

松
浦
綾
香

年

田
中
直
子

平
成

年
度
第

回
英
検

級

年

谷
ゆ
か
り

山
添
優
子

小
泉

香
織

鈴
木
麻
衣

鈴
木
梨
紗

竹
田

朋
操

中
尾

恵

長
浜
成
未

池
田

怜
子

大
上
絵
里

志
渡
澤
真
美

笠

松
恵
美

豆
田

翠

橋
口
美
和

中

田
貴
久
子

平
山
香
織

中
井
美
恵

木
村
真
知
子

芳
田

恵

戸
田
真
弓

回
線
接
続
や
シ
ス
テ
ム
エ
ラ
ー
の
発

見
な
ど
、
大
変
た
め
に
な
る
こ
と
を

教
え
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
し
て
働
く

こ
と
の
大
変
さ
と
お
も
し
ろ
さ
、
社

会
人
の
責
任
の
重
要
性
の
片
鱗
を
学

べ
、
そ
の
後
の
就
職
活
動
に
大
い
に

役
立
ち
、
お
か
げ
で
シ
ス
テ
ム
開
発

会
社
へ
の
内
定
も
得
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

勉
強
だ
け
で
は
な
く
、
ス
キ
ュ
ー

西尾 篤
国際大経営（ ）情報学部 年次生

直

言

派遣学生 西尾 篤 名桜大学の広大な
キャンパス

昨年 月に単位互換協定

協定校紹介協定校紹介 沖縄・名桜大学沖縄・名桜大学
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月
上
旬
に
全
国
の
高
等
学
校

（
約

、

校
）
へ
応
募
要
項

の
発
送
と
、
毎
日
新
聞
紙
上
に
お
い

て
告
知
や
広
告
を
掲
載
し
て
き
た
高

校
生
論
文
コ
ン
ク
ー
ル
「
グ
ロ
ー
バ

ル
マ
イ
ン
ド
賞
」
の
応
募
が

月

日
に
締
め
切
ら
れ
、
全
国
か
ら

編
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
た
。

全
国
的
に
認
知
さ
れ
て
い
る
グ

ロ
ー
バ
ル
マ
イ
ン
ド
賞
は

回
目
を

迎
え
、
応
募
作
品
数
は
昨
年

編
を
記
録
し
た
。

審
査
員
は
昨
年
同
様
、
国
立
民
族

学
博
物
館
顧
問
・
梅
棹
忠
夫
氏
、
元

京
都
大
学
総
長
・
岡
本
道
雄
氏
、
京

都
大
学
名
誉
教
授
・
森

毅
氏
、
国

際
大
・
川
又
良
也
教
授
の

氏
。

審
査
は

月
中
旬
か
ら

月
に
か

け
、

次
か
ら

次
ま
で
を
行
い
、

最
終
審
査
に
進
む

作
品
を
選
考
。

月

日
に
、
ザ
・
リ
ッ
ツ
カ
ー
ル

ト
ン
大
阪
で
最
終
審
査
が
行
わ
れ
、

グ
ラ
ン
プ
リ
、
準
グ
ラ
ン
プ
リ
、
毎

日
新
聞
社
賞
、
学
校
賞
等
が
選
定
さ

れ
る
。

関
西
イ
ン
カ
レ
（

月
）
も
優
勝
と

快
進
撃
を
見
せ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら

も
、
上
級
生
を
中
心
に
自
主
性
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を

モ
ッ
ト
ー
に
挑
戦
が
続
く
。

高
校
教
諭
に
就
任
し
本
学
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
を
指
導
。
平
成

年
度
、

夏
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
、
秋
の
国
体
、

翌
年
の
春
高
選
抜
と
と
も
に
制
し
、

冠
達
成
し
た
。

年
夏
、
実
業
団

の
東
芝
シ
ー
ガ
ル
ズ
監
督
に
就
任
し

た
が
、

年

月
の
休
部
に
よ
り
、

現
在
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
「
シ
ー
ガ
ル

ズ
」
監
督
に
就
任
し
た
。
シ
ー
ガ
ル

ズ
は

月

日
、
念
願
の

カ
ッ
プ

初
優
勝
を
果
た
し
て
い
る
。

全国から 作品
高校生論文コンクール 審査員顔ぶれ決まる高校生論文コンクール

「グローバルマインド賞」「グローバルマインド賞」
岡

本

道

雄

（
元
京
都
大
学
総
長
）

梅

棹

忠

夫

（
国
立
民
族
学
博
物
館
顧
問
）

川

又

良

也

（
大
阪
国
際
大
学
教
授
）

（敬称略）

森

毅

（
京
都
大
学
名
誉
教
授
）

大
阪
国
際
女
子
大
学
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
部
の
活
動
は
、短
期
大
学
創
設（
昭

和

年
）
当
初
に
始
ま
る
が
、
近
年

部
員
の
意
識
が
高
ま
り
、
関
西
大
学

女
子
リ
ー
グ
の
上
位
進
出
を
目
標
に

努
力
を
重
ね
て
き
た
。

そ
の
甲
斐
あ
っ
て
平
成

年
に
は

念
願
の

部
リ
ー
グ
昇
格
を
果
た
し
、

年
関
西
イ
ン
カ
レ
優
勝
、

年
関

西
大
学
女
子

部
リ
ー
グ
初
優
勝
、

年
西
日
本
大
学
女
子
選
手
権
大
会

第

位
、
ス
ー
パ
ー
カ
レ
ッ
ジ
全
日

本
大
学
選
手
権
大
会
ベ
ス
ト

の
好

成
績
を
残
す
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
実
績
が
評
価
さ
れ
、

年
度

黒
鷲
旗
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手

権
大
会
（

月
、
大
阪
府
立
体
育
会

館
）
に
関
西
大
学
女
子
チ
ー
ム
の
代

表
と
し
て
初
出
場
す
る
こ
と
が
で
き

た
。大

会
で
は

回
戦
で
全
日
本
高
校

選
抜
優
勝
大
会
（
春
高
バ
レ
ー
）
準

優
勝
の
九
州
文
化
学
園
高
校
を
下
し
、

回
戦
で

リ
ー
グ
ト
ッ
プ
チ
ー
ム

レ
ッ
ド
ロ
ケ
ッ
ツ
に
敗
れ
た

が
、
何
物
に
も
代
え
難
い
多
く
の
こ

と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
大
会
に

は
多
く
の
学
園
関
係
者
が
応
援
に
か

け
つ
け
た
。

月
の
関
西
大
学
女
子

部
リ
ー

グ
戦
で
全
勝
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き

た
の
も
、
こ
の
経
験
が
生
か
せ
た
結

果
。
そ
の
後
も
西
日
本
大
学
女
子
選

手
権
大
会
（

月
）
で
は
ベ
ス
ト

、

秋
季
関
西
大
学
女
子

部
リ
ー
グ
戦

（

月

月
）
で
も
連
続
優
勝
、

快
進
撃
の
女
子
大
バ
レ
ー
部

黒
鷲
旗
大
会
に
も
初
出
場

女
子
大
が
初
出
場
し
た
黒
鷲
旗
で

元
滝
井
高
校
教
諭
の
河
本
昭
義
監
督

率
い
る
シ
ー
ガ
ル
ズ
が
初
戦
東
北
福

祉
大
学
を

で
下
し
、
見
事

準
々
決
勝
ま
で
進
ん
だ
。
惜
し
く
も

に
破
れ
た
が
、
イ
ト
ー
ヨ
ー

カ
ド
ー
と
と
も
に

強
入
り
し
、
大

健
闘
。
目
覚
ま
し
い
活
躍
を
見
せ
た
。

こ
の
チ
ー
ム
に
は
滝
井
高
校
出
身
者

が

人
も
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
い
る
。

河
本
監
督
は
昭
和

年
帝
国
女
子

カ
ッ
プ
初
優
勝

滝
井
高
出
身
選
手
が

多
数
の
「
シ
ー
ガ
ル
ズ
」

カ
ッ
プ
初
優
勝

滝
井
高
出
身
選
手
が

多
数
の
「
シ
ー
ガ
ル
ズ
」

大和田中 豪海外研修に生徒 名（ ）

学園 理事 藤井兼六氏が 年連続「ファイン・ウール」落札

女子大 スポ行 井上芳光教授世話役によりセミナー開催

女子大 国際コミ 南 直人助教授が毎日新聞「歴史彩々 世紀の

旅」にナビゲーターとして掲載

滝井高 府内私立高 校で追加募集

女子大 藤木高嶺名誉教授が ハイビジョンシリーズ探検家の

世紀「遊牧地に引かれた国境線」に出演

大和田高 年生 学習合宿（ ）

国際大 法政経 宇山 博教授が「隣の国を考える─韓国体験談」

と題し、交野市の第 回交野が原さくら祭りで講演

国際大 非常勤講師との合同懇談会

女子大 短大 新入生オリエンテーション防犯講習会が産経新聞に掲載

学園 理事 入交昭一郎氏日経新聞に掲載

国際大 法政経特別講義「現代の国際情勢」スタート（ ）

大和田中 高 ブラスバンド部が「スプリングフェスティバル」

学園 藤井兼六理事、毎日新聞（夕刊）『ほっとめーる』に登場

大和田幼 号館南側に大きなこいのぼり

大和田高 第 回春期カナダ海外研修に生徒 名（ ）

学園 平岡龍人理事、毎日新聞に掲載

女子大 短大 桜花祭（ ）

学園 名誉教授称号記授与式名、 名の教授に称号授与

女子大 初めての「人間科学部留学生レセプション」

滝井高 全学年対象「芸術鑑賞」

女子大 藤木高嶺名誉教授の講座掲載「誰でも行ける世界の秘境」

大和田中 高 春の遠足（校外学習）

女子大 短大 「企業研修説明会」（ ）

女子大 スポ行「海外・野外スポーツ研修説明会」

滝井高 年生 進路研修

女子大 短大 留学生と守口市・大久保小学校生との交流会

（ ・ ・ ）

国際大 高校教員見学会

大和田中 高 「定期総会」

滝井高 平成 年度国際科設置「中学校教員対象説明会」（ ）

大和田幼 初の試み、カレー給食

短大 幼教講演会（多文化理解）

国際大 金子敦郎学長 産経新聞に掲載

大和田中 高 豪 ローンセストン・チャーチ・グラマースクール、セン

トマイケルズ・カレッジエイト・スクールの来校歓迎式典

（ 歓迎パーティ）

短大 幼教対象、人形劇団クラルテ実技研修

大和田幼 人形劇団クラルテを招いて人形劇鑑賞

滝井高 豪 ツーラック・カレッジ生来校歓迎式典

短大 幼教 植田光子助教授「子育てネットワークをつくろう」

で講演

国際大 春季枚方市民大学講座「環太平洋をめぐる新世紀の行方」

スタート（ ・ ・ ）

国際大 留学生懇親パーティ

女子大 短大 編入学説明会（ ）

女子大 スポ行 足立万里香さん、雑誌『an an』に登場

女子大 短大 「Good LIfe健康教室」開講式 近隣住民 名参加

大和田幼 保護者対象普通救命講習実施 名（園長含む）の参加

女子大 短大 異文化公演会

学園 教職員表彰授与式 滝井、大和田両校の教員 名を表彰

滝井高 塾長対象入試説明会

滝井高 コーラスコンクール

女子大 スポ行 井上芳光教授が に生出演

女子大 短大 全学映画会 「心ひらくとき」を鑑賞（ ）

国際大 毎日新聞で法政経 井戸田 侃特任教授がコメント

国際大 平成 年度学校関係者対象入試説明会 名出席

短大 ワルシャワ・フィル コンサートマスターとの共演による

ピアノトリオの夕べ に幼教 實野みどり助教授が出演

国際大 平成 年度学校関係者対象入試説明会（ ）

大和田高 テーマ「介護保険がスタートして 年目」で読売新聞大阪

本社編集局生活情報部記者 長谷川敏子氏が講演

国際大 エセック経済商科大学院大学生 名の研修スタート

国際大 経情 対象合同授業、菊地美智子氏（フリーアナウンサー）

による「トーク ヒアリングコミュニケーション」

大和田高 年生、「魚釣り」校外実習

国際大 経情 小瀬木えりの講師、平井 順、上野雪絵両非常勤講

師によるプロジェクトチームでの授業が『ビトウィーン』

掲載

女子大 人健対象「プールダイブ実習」

女子大 短大 国際交流課主催 ボーリング大会

滝井高 両校吹奏学部が「Osaka Kokusai Joint Band Festival 」

・大和田高 （ ）

滝井高 インターハイ出場の滝井高校バレーボール部と大和田高校

ソフトボール部が守口市長を表敬訪問・大和田高

短大 幼教「ジョイフルコンサート」

女子大 国際コミ「ワインセミナー 夏」

女子大 短大 留学生カンバセーションパートナー懇親会

女子大 平成 年度人間科学部スポーツ行動学科説明会

女子大 スポ行 北米シアトル海外研修（ ）

大和田中 高 塾長対象入試説明会

国際大 「進学わくわくライブ 」本学相談者数 名

大和田高 年生、「ユニトピアささやま」で夏期研修（ ）

大和田中 年生、今津サンブリッジホテルで英語セミナー（ ）

大和田中 年生、大山高原で林間学舎（ ）

滝井高 年生対象 平成 年度マナー講習会

国際大 朝日新聞で、法政経 井戸田 侃教授がコメント

大和田中 年生、実力テスト

国際大 法政経 小寺初世子教授、死亡

国際大 「市民 大学学生の描く 世紀のメッセージ」に学生 名

の作品が展示

滝井高 大阪新聞連載『私学はいま』に滝井高校登場

国際大 朝日新聞で、法政経 井戸田 侃教授がコメント

学園 新生・大阪国際大学ホームページ公開

国際大 「第 回学園都市ひらかた推進協議会」にひらかた 大学

の代表者と中司 宏市長が出席

大和田高 年生、グリーンビレッジ交野で夏期学習合宿（ ）

国際大 法政経 大田明彦教授、腎不全のため死亡

国際大 経情 平野健太朗さん、琵琶湖にて遊泳中死亡

女子大 短大 人健「豪タウンズヴィル海外研修」に学生 名（ ）

大和田中 年生、今津サンブリッジホテルで学習合宿（ ）

大和田高 年生、アクティ・プラザ琵琶で林間学舎（ ）

滝井高 地球温暖化について学ぶ環境アカデミーで、藤本雅巳教諭

が講師務める（ ）

国際大 「障害者のための国際音楽フェスティバル」に参加する法

政経 廣澤大介さんがリビング枚方・交野に掲載

女子大 短大 平成 年度夏期語学研修へ 名の学生（ ）

女子大 短大 合唱部「第 回ひまわりコンサート」

女子大 人健対象「マリンスポーツ実習」（ ）

滝井高 環境教育セミナー （京都精華大）で藤本雅巳教諭講演

国際大 「本学含む市内 大学の所蔵資料が市立図書館で閲覧可能」

広報ひらかたに掲載

国際大 金子敦郎学長『ドリコムアイ』「スペシャルインタビュー」

滝井高 福井昭典校長が『私学経営』「私の私学経営考」に掲載

女子大 短大 スポ行 でソフト部の上田 玲さん、地元広報誌「広陵」

に掲載

女子大 人健対象「海洋ダイブ実習」

女子大 平成 年度中国語研修へ 名の学生（ ）

大和田幼 入園説明会

国際大 第 回私情協大会 経情 中井哲夫教授、岡本容典助教授、

法政経 下條善史助教授が共同発表

大和田幼 全学年自由参観開始

短大 幼教学生 名「秋の全国交通安全運動・交通安全市民大会」

に参加

滝井高 オープンキャンパス（ ）

学園 日本経済新聞「大学再編 始動」掲載

短大 幼教 対象「夏期レクリエーション研修」（ ）

女子大 平成 年度 月卒業証書・学位記授与式

短大 平成 年度 月卒業証書授与式

女子大 人間科学部 リラクセイション集中授業（ ）

滝井高 体育大会（なみはやドーム）

短大 幼教 中川保子講師「林光の歌がいっぱい」舞台出演

国際大 毎日新聞「聴取の男性が自殺」記事で法政経 井戸田侃特

任教授コメント

国際大 朝日新聞「取っつきにくい授業を笑いで和ます」記事で法

政経 木俣由美講師掲載

国際大 法政経特別講義「現代の社会と法」（ ）

大和田高 オープンスクール

大和田中 高 塾対象入試説明会

大和田幼 運動会

短大 ルミエール音楽サロンvol 「呉山平煥オーボエコンサー

ト」 バロック音楽の旅 楽しい演奏と朝倉 洋教授の軽

快なお話でつづる昼のひととき

女子大 短大 全学English Essay Contest

国際大 毎日新聞「平和が危ない」記事で法政経 大矢吉之教授コ

メント

大和田高 年進路講演会

大和田中 豪海外研修に生徒 名（ ）

学園 理事 藤井兼六氏が 年連続「ファイン・ウール」落札

女子大 スポ行 井上芳光教授世話役によりセミナー開催

女子大 国際コミ 南 直人助教授が毎日新聞「歴史彩々 世紀の

旅」にナビゲーターとして掲載

滝井高 府内私立高 校で追加募集

女子大 藤木高嶺名誉教授が ハイビジョンシリーズ探検家の

世紀「遊牧地に引かれた国境線」に出演

大和田高 年生 学習合宿（ ）

国際大 法政経 宇山 博教授が「隣の国を考える─韓国体験談」

と題し、交野市の第 回交野が原さくら祭りで講演

国際大 非常勤講師との合同懇談会

女子大 短大 新入生オリエンテーション防犯講習会が産経新聞に掲載

学園 理事 入交昭一郎氏日経新聞に掲載

国際大 法政経特別講義「現代の国際情勢」スタート（ ）

大和田中 高 ブラスバンド部が「スプリングフェスティバル」

学園 藤井兼六理事、毎日新聞（夕刊）『ほっとめーる』に登場

大和田幼 号館南側に大きなこいのぼり

大和田高 第 回春期カナダ海外研修に生徒 名（ ）

学園 平岡龍人理事、毎日新聞に掲載

女子大 短大 桜花祭（ ）

学園 名誉教授称号記授与式名、 名の教授に称号授与

女子大 初めての「人間科学部留学生レセプション」

滝井高 全学年対象「芸術鑑賞」

女子大 藤木高嶺名誉教授の講座掲載「誰でも行ける世界の秘境」

大和田中 高 春の遠足（校外学習）

女子大 短大 「企業研修説明会」（ ）

女子大 スポ行「海外・野外スポーツ研修説明会」

滝井高 年生 進路研修

女子大 短大 留学生と守口市・大久保小学校生との交流会

（ ・ ・ ）

国際大 高校教員見学会

大和田中 高 「定期総会」

滝井高 平成 年度国際科設置「中学校教員対象説明会」（ ）

大和田幼 初の試み、カレー給食

短大 幼教講演会（多文化理解）

国際大 金子敦郎学長 産経新聞に掲載

大和田中 高 豪 ローンセストン・チャーチ・グラマースクール、セン

トマイケルズ・カレッジエイト・スクールの来校歓迎式典

（ 歓迎パーティ）

短大 幼教対象、人形劇団クラルテ実技研修

大和田幼 人形劇団クラルテを招いて人形劇鑑賞

滝井高 豪 ツーラック・カレッジ生来校歓迎式典

短大 幼教 植田光子助教授「子育てネットワークをつくろう」

で講演

国際大 春季枚方市民大学講座「環太平洋をめぐる新世紀の行方」

スタート（ ・ ・ ）

国際大 留学生懇親パーティ

女子大 短大 編入学説明会（ ）

女子大 スポ行 足立万里香さん、雑誌『an an』に登場

女子大 短大 「Good LIfe健康教室」開講式 近隣住民 名参加

大和田幼 保護者対象普通救命講習実施 名（園長含む）の参加

女子大 短大 異文化公演会

学園 教職員表彰授与式 滝井、大和田両校の教員 名を表彰

滝井高 塾長対象入試説明会

滝井高 コーラスコンクール

女子大 スポ行 井上芳光教授が に生出演

女子大 短大 全学映画会 「心ひらくとき」を鑑賞（ ）

国際大 毎日新聞で法政経 井戸田 侃特任教授がコメント

国際大 平成 年度学校関係者対象入試説明会 名出席

短大 ワルシャワ・フィル コンサートマスターとの共演による

ピアノトリオの夕べ に幼教 實野みどり助教授が出演

国際大 平成 年度学校関係者対象入試説明会（ ）

大和田高 テーマ「介護保険がスタートして 年目」で読売新聞大阪

本社編集局生活情報部記者 長谷川敏子氏が講演

国際大 エセック経済商科大学院大学生 名の研修スタート

国際大 経情 対象合同授業、菊地美智子氏（フリーアナウンサー）

による「トーク ヒアリングコミュニケーション」

大和田高 年生、「魚釣り」校外実習

国際大 経情 小瀬木えりの講師、平井 順、上野雪絵両非常勤講

師によるプロジェクトチームでの授業が『ビトウィーン』

掲載

女子大 人健対象「プールダイブ実習」

女子大 短大 国際交流課主催 ボーリング大会

滝井高 両校吹奏学部が「Osaka Kokusai Joint Band Festival 」

・大和田高 （ ）

」

滝井高 インターハイ出場の滝井高校バレーボール部と大和田高校

ソフトボール部が守口市長を表敬訪問・大和田高

短大 幼教「ジョイフルコンサート」

女子大 国際コミ「ワインセミナー 夏」

女子大 短大 留学生カンバセーションパートナー懇親会

女子大 平成 年度人間科学部スポーツ行動学科説明会

女子大 スポ行 北米シアトル海外研修（ ）

大和田中 高 塾長対象入試説明会

国際大 「進学わくわくライブ 」本学相談者数 名

大和田高 年生、「ユニトピアささやま」で夏期研修（ ）

大和田中 年生、今津サンブリッジホテルで英語セミナー（ ）

大和田中 年生、大山高原で林間学舎（ ）

滝井高 年生対象 平成 年度マナー講習会

国際大 朝日新聞で、法政経 井戸田 侃教授がコメント

大和田中 年生、実力テスト

国際大 法政経 小寺初世子教授、死亡

国際大 「市民 大学学生の描く 世紀のメッセージ」に学生 名

の作品が展示

滝井高 大阪新聞連載『私学はいま』に滝井高校登場

国際大 朝日新聞で、法政経 井戸田 侃教授がコメント

学園 新生・大阪国際大学ホームページ公開

国際大 「第 回学園都市ひらかた推進協議会」にひらかた 大学

の代表者と中司 宏市長が出席

大和田高 年生、グリーンビレッジ交野で夏期学習合宿（ ）

国際大 法政経 大田明彦教授、腎不全のため死亡

国際大 経情 平野健太朗さん、琵琶湖にて遊泳中死亡

女子大 短大 人健「豪タウンズヴィル海外研修」に学生 名（ ）

大和田中 年生、今津サンブリッジホテルで学習合宿（ ）

大和田高 年生、アクティ・プラザ琵琶で林間学舎（ ）

滝井高 地球温暖化について学ぶ環境アカデミーで、藤本雅巳教諭

が講師務める（ ）

国際大 「障害者のための国際音楽フェスティバル」に参加する法

政経 廣澤大介さんがリビング枚方・交野に掲載

女子大 短大 平成 年度夏期語学研修へ 名の学生（ ）

女子大 短大 合唱部「第 回ひまわりコンサート」

女子大 人健対象「マリンスポーツ実習」（ ）

滝井高 環境教育セミナー （京都精華大）で藤本雅巳教諭講演

国際大 「本学含む市内 大学の所蔵資料が市立図書館で閲覧可能」

広報ひらかたに掲載

国際大 金子敦郎学長『ドリコムアイ』「スペシャルインタビュー」

滝井高 福井昭典校長が『私学経営』「私の私学経営考」に掲載

女子大 短大 スポ行 でソフト部の上田 玲さん、地元広報誌「広陵」

に掲載

女子大 人健対象「海洋ダイブ実習」

女子大 平成 年度中国語研修へ 名の学生（ ）

大和田幼 入園説明会

国際大 第 回私情協大会 経情 中井哲夫教授、岡本容典助教授、

法政経 下條善史助教授が共同発表

大和田幼 全学年自由参観開始

短大 幼教学生 名「秋の全国交通安全運動・交通安全市民大会」

に参加

滝井高 オープンキャンパス（ ）

学園 日本経済新聞「大学再編 始動」掲載

短大 幼教 対象「夏期レクリエーション研修」（ ）

女子大 平成 年度 月卒業証書・学位記授与式

短大 平成 年度 月卒業証書授与式

女子大 人間科学部 リラクセイション集中授業（ ）

滝井高 体育大会（なみはやドーム）

短大 幼教 中川保子講師「林光の歌がいっぱい」舞台出演

国際大 毎日新聞「聴取の男性が自殺」記事で法政経 井戸田侃特

任教授コメント

国際大 朝日新聞「取っつきにくい授業を笑いで和ます」記事で法

政経 木俣由美講師掲載

国際大 法政経特別講義「現代の社会と法」（ ）

大和田高 オープンスクール

大和田中 高 塾対象入試説明会

大和田幼 運動会

短大 ルミエール音楽サロンvol 「呉山平煥オーボエコンサー

ト」 バロック音楽の旅 楽しい演奏と朝倉 洋教授の軽

快なお話でつづる昼のひととき

女子大 短大 全学English Essay Contest

国際大 毎日新聞「平和が危ない」記事で法政経 大矢吉之教授コ

メント

大和田高 年進路講演会
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月

日
付
け
で
大
阪
国
際
大
学

に
人
間
科
学
部
の
新
設
が
認
可
さ
れ

た
。
来
年

月
か
ら
は
大
阪
国
際
大

学
と
大
阪
国
際
女
子
大
学
が
統
合
し

女
子
大
の
人
間
科
学
部
の
う
ち
、
ス

ポ
ー
ツ
行
動
学
科
を
除
く
三
つ
の
学

科
が
男
女
共
学
と
な
る
。
ま
た
、
大

阪
国
際
女
子
短
期
大
学
が
「
大
阪
国

際
大
学
」
短
期
大
学
部
に
名
称
変
更

さ
れ
、
合
わ
せ
て
新
し
い

大
阪
国

際
大
学

に
生
ま
れ
変
わ
る
。

初
め
の
う
ち
は
人
間
科
学
部
の
認

可
も

月
に
な
る
と
の
予
想
で
男
子

の
募
集
に
苦
慮
し
て
い
た
が
、

月

日
に
認
可
さ
れ
た
こ
と
で
新
生
大

阪
国
際
大
学
と
し
て
の
学
生
募
集
に

弾
み
が
つ
い
た
。

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
参
加
者

を
見
て
も

月
実
施
で
は
枚
方
は

名
、
守
口
は

名
に
止
ま
っ
た

が
、

月
実
施
で
は
守
口
が

日
は

名
、

日
は

名
で
枚

方
も

月

日
は

名
を
記
録

し
た
。
さ
ら
に
守
口
キ
ャ
ン
パ
ス
の

月

日
に
は

名
を
越
す
人

気
が
集
ま
り
、
こ
れ
ま
で
女
子
ば
か

り
だ
っ
た
守
口
に
男
子
生
徒
も
あ
ふ

れ
て
、
統
合
の
成
果
を
早
く
も
感
じ

さ
せ
た
。

今
年
度
は
守
口
キ
ャ
ン
パ
ス
の
募

集
・
広
報
室
と
枚
方
キ
ャ
ン
パ
ス
の

入
試
室
を

入
試
・
広
報
室

と
し

て
一
本
化
し
、
学
生
募
集
に
当
た
っ

て
は
経
営
情
報
学
部
・
法
政
経
学

部
・
人
間
科
学
部
・
短
大
を
セ
ッ
ト

に
し
て
幅
広
く
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

本
学
主
催
の
大
学
説
明
会
、
業
者

主
催
の
進
学
説
明
会
、
学
校
等
訪
問
、

高
校
内
に
お
け
る
進
学
相
談
会
等
説

明
す
る
内
容
も
増
え
、
持
ち
歩
く
荷

物
も
倍
増
で
あ
る
が
、
新
生
大
阪
国

際
大
学
の
説
明
に
ま
じ
め
に
耳
を
傾

け
て
く
だ
さ
る
先
生
方
や
生
徒
達
の

姿
に
随
分
励
ま
さ
れ
て
来
た
。
相
談

会
、
説
明
会
に
は
確
か
に
大
阪
国
際

大
阪
国
際
大
学
大
学
院

選考種別 出願期間 選考日 合格発表日 入学手続期間

修
士
課
程

経営情報学研究科 二次 平成 年 月 日（木） 月 日（木） 月 日（火） 月 日（木） 月 日（月）
月 日（月）

総合社会科学研究科 二次 平成 年 月 日（木） 月 日（木） 月 日（土） 月 日（木） 月 日（月）
月 日（月）

博士（後期）課程
経営情報学研究科のみ 平成 年 月 日（木） 月 日（木） 月 日（火） 月 日（木） 月 日（月）

月 日（月）

大
阪
国
際
大
学
大
学
院

平成 年度 入試日程 学生・生徒募集要項平成 年度 入試日程 学生・生徒募集要項

選考種別 出願期間 選考日 合格発表日 入学手続期間

推
薦

指定校・併設校推薦

平成 年
月 日（木） 日（火）

法政経学部 月 日（火）
経営情報学部 月 日（水） 月 日（水） 月 日（木） 日（金）

一 般 推 薦 ・
推 薦

帰 国 生 徒 入 学 選 考

一
般
入
試

方 式
平成 年
月 日（火） 日（金）

月 日（金）・ 月 日（土）
試験日自由選択制

月 日（金） 月 日（火） 日（月）
センター試験
選 考 一 次 独自試験は行わない

方 式 平成 年
月 日（金） 日（金） 月 日（水） 月 日（火） 月 日（水） 日（水）

センター試験
選 考 二 次 平成 年

月 日（木） 月 日（木）

独自試験は行わない
月 日（火） 月 日（水） 日（水）

方 式 月 日（火）・ 月 日（水）
試験日自由選択制

留 学 生 入 学 選 考 別 途 定 め る

選考種別 出願期間（消印有効） 選考日 合格発表日 入学手続期間

推
薦

推薦選考 期 月 日（月） 月 日（水） 月 日（火）・ 月 日（水）
いずれかを選択 月 日（火） 月 日（水） 月 日（水）

推薦選考 期 月 日（月） 月 日（水） 月 日（日） 月 日（木） 月 日（金） 月 日（木）

一
般

一般選考 方式 月 日（火） 月 日（金） 月 日（金）・ 月 日（土）
いずれかを選択 月 日（金） 月 日（火） 月 日（月）

一般選考 方式 月 日（金） 月 日（金） 月 日（水） 月 日（火） 月 日（水） 月 日（水）

一般選考 方式 月 日（木） 月 日（木） 月 日（火）・ 月 日（水）
いずれかを選択 月 日（火） 月 日（水） 月 日（水）

奨学生 奨学生推薦選考 月 日（月） 月 日（水） 月 日（火） 月 日（火） 月 日（水） 月 日（水）

そ
の
他

帰国生徒選考 月 日（月） 月 日（金） 月 日（木） 月 日（木） 月 日（金） 月 日（金）
社 会 人 選 考 月 日（月） 月 日（水） 月 日（日） 月 日（木） 月 日（金） 月 日（木）
留 学 生 選 考 国際交流課までお問い合わせ下さい。 電話（ ）

経
営
情
報
学
部
・
法
政
経
学
部

経
営
情
報
学
部
・
法
政
経
学
部

人
間
科
学
部

人
間
科
学
部

大
阪
国
際
大
学
短
期
大
学
部

選考種別 出願期間（消印有効） 選考日 合格発表日 入学手続期間

推
薦

推薦選考 期 月 日（月） 月 日（水） 月 日（火）・ 月 日（水）
いずれかを選択 月 日（火） 月 日（水） 月 日（水）

推薦選考 期 月 日（月） 月 日（水） 月 日（日） 月 日（木） 月 日（金） 月 日（木）
一般 一 般 選 考 月 日（木） 月 日（火） 月 日（土） 月 日（木） 月 日（金） 月 日（金）
奨学生 奨学生推薦選考 月 日（月） 月 日（水） 月 日（火） 月 日（火） 月 日（水） 月 日（水）
その他 社 会 人 選 考 月 日（月） 月 日（水） 月 日（日） 月 日（木） 月 日（金） 月 日（木）

注 ）推薦選考 期では 日間の選考日のうち、いずれかの選考日を選択できます。

大
阪
国
際
大
学
短
期
大
学
部

出願期間 選考日 合格発表日 入学手続日

大阪国際滝井高等学校
普通科 看護進学コース

標準コース 平成 年 月 日（月） 月 日（土） 月 日（土）
月 日（日） 月 日（火） 月 日（月）

国 際 科

大阪国際大和田高等学校 普通科 英数コース
国際・教養コース 平成 年 月 日（月） 月 日（火） 月 日（土）

月 日（日） 月 日（水） 月 日（土）

大阪国際大和田中学校
一次

平成 年 月 日（火） 月 日（月） 月 日（火） 月 日（水）
月 日（月）

平成 年 月 日（火） 月 日（月） 月 日（水） 月 日（木）

二次
平成 年 月 日（月） 月 日（土） 月 日（土） 月 日（日）

月 日（木）
平成 年 月 日（月） 月 日（日） 月 日（日） 月 日（月）

大
阪
国
際
大
学

大
阪
国
際
大
学

注 ）推薦選考 期、一般選考 方式、一般選考 方式では 日間の選考日のうち、いずれかの選考日を選択できます。

一般入試においてもAO入試を実施することがあります。

本
年

月
末
に
他
界
さ
れ
た
小
寺

初
世
子
先
生
が
、
昨
年
病
床
に
つ
か

れ
る
直
前
に
急
ピ
ッ
チ
で
執
筆
さ
れ

た
こ
の
本
に
は
、

年
以
上
の
長
き

に
わ
た
り
、
法
、
と
く
に
国
際
人
権

か
る
よ
う
な
文
章
で
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
思
う
の
で
す
。」
と
本
文
中

で
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
ま
た
、

ご
存
命
中
に
私
に
し
ば
し
ば
教
え
て

下
さ
っ
た
こ
と
で
も
あ
る
。
常
に
そ

の
よ
う
な
視
点
を
持
た
れ
て
い
た
こ

と
か
ら
、
こ
の
本
は
非
常
に
簡
単
な

言
葉
で
書
か
れ
て
お
り
、
読
み
や
す

く
な
っ
て
い
る
。

元大阪国際大学
法政経学部教授

小寺 初世子（故人）著

法
に
携
わ
り
、
女
性
の
地
位
向
上
の

為
に
ご
尽
力
さ
れ
て
き
た
中
で
、

常
々
感
じ
て
い
ら
し
た
率
直
な
想
い

が
綴
ら
れ
て
い
る
。

「
法
律
の
条
文
と
い
う
の
は
、
な

る
べ
く
み
ん
な
が
知
っ
て
い
る
や
さ

し
い
こ
と
ば
を
つ
か
っ
た
、
だ
れ
が

読
ん
で
も
ス
ン
ナ
リ
そ
の
意
味
が
わ

私
達
が
、
普
段
何
気
な
く
子
ど
も

に
聞
か
せ
て
い
る
童
話
や
、
使
用
し

て
い
る
漢
字
。
そ
の
「
何
気
な
く
」

の
中
に
は
、
女
性
差
別
を
助
長
さ
せ

る
よ
う
な
、
あ
る
い
は
、
女
性
差
別

を
す
り
込
む
こ
と
に
な
る
よ
う
な
こ

と
が
し
ば
し
ば
あ
る
。そ
れ
ら
の「
何

気
な
い
」
こ
と
に
つ
い
て
、「
女
性

の
目
」
か
ら
見
る
と
、
こ
の
よ
う
な

物
事
の
見
方
が
で
き
る
の
か
と
考
え

さ
せ
ら
れ
る
。
ま
た
同
時
に
、
今
後

の
行
動
や
言
動
に
自
分
自
身
気
を
つ

け
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う

こ
と
を
喚
起
し
て
く
れ
る
。
女
性
は

自
分
自
身
に
、
ま
た
男
性
に
も
男
性

が
気
付
き
に
く
い
で
あ
ろ
う
視
点
と

し
て
、
様
々
な
こ
と
を
問
い
か
け
ら

れ
る
い
い
機
会
に
な
る
一
冊
で
あ
る
。

最
後
に
、
小
寺
先
生
の
ご
冥
福
を

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
る
。

（
小
寺
ゼ
ミ
卒
業
生
、
大
阪
大
学
大

学
院
国
際
公
共
政
策
研
究
科
博
士

後
期
課
程

谷
口
真
由
美
）

BOOK
国
際
大

『
入
門
ガ
イ
ダ
ン
ス

経
営
科
学
・
経
営

工
学
』
経
営
情
報
学
部
助
教
授

古
殿
幸
雄

著
、
中
央
経
済
社

円

『
分
裂
と
統
合
の
相
克
』
法
政
経
学
部
教

授

金
子
敦
郎
、
山
本
周
次
、
古
賀
敬
太
、

同
助
教
授

瀬
島

誠
、
池
田
佳
隆
、
同
元

教
授

故
大
田
明
彦

共
著
、
萌
書
房

円

『
日
本
語
学
習
教
材

日
本
語
と
日
本
人

の
考
え
方
』
法
政
経
学
部
教
授

松
井
嘉
和

著
、
錦
正
社

非
売
品

『
文
科
系
の
た
め
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
リ
テ

ラ
シ
﹇
第

版
﹈

に
よ
る
』
経
営
情
報
学
部
教
授

太
田
忠
一
、

植
松
康
祐

編

サ
イ
エ
ン
ス
社

円『
フ
ァ
ジ
ィ

』
経
営
情
報
学
部
助
教

授

韓

尚
秀

共
著
、
朝
倉
書
店

円
『
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
社
会
に
お
け
る
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
会
計
入
門
』
経
営
情
報
学
部
講
師

高
橋
泰
代

共
著
、
中
央
経
済
社

円『
復
興
と
宗
教

震
災
後
の
人
と
社
会
を

癒
す
も
の
』
経
営
情
報
学
部
助
教
授

三
木

英

編
、
東
方
出
版

円

『
財
政
学
の
系
譜
と
課
題
』
法
政
経
学
部

教
授

能
勢
哲
也

著
、
多
賀
出
版

円

国
際
大
・
女
子
大

『
錬
金
術
と
カ
バ
ラ
』
国
際
大
法
政
経
学

部
教
授

徳
永

恂
、
女
子
大
人
間
健
康
科

学
科
教
授

柴
嵜
雅
子

共
訳
、
作
品
社

円

『
ジ
ー
ニ
ア
ス
英
和
大
辞
典
』
国
際
大
経

営
情
報
学
部
助
教
授

畠
山
利
一

編
集
委

員
、
女
子
大
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学

科
教
授

菊
池
繁
夫

共
著
、
大
修
館
書
店

円

女
子
大

『
美
神
を
追
い
て

イ
ギ
リ
ス
ロ
マ
ン
派

の
系
譜
』
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

助
教
授

浅
香
佳
子

共
著
、
音
羽
書
房
鶴

見
書
店

円

『
福
祉
活
動
の
フ
ィ
ー
ル
ド
学

ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
と
日
本
、
ア
メ
リ
カ
で
の
試
み

か
ら
』
人
間
健
康
科
学
科
助
教
授

橋
本
義

郎

著
、
明
石
書
店

円

『

運
動
と
遺
伝
』
ス
ポ
ー
ツ
行

動
学
科
教
授

谷
口
正
子

共
著
、
大
修
館

書
店

円

『
運
動
生
理
・
生
化
学
辞
典
』
同

共
著
、

大
修
館
書
店

円

『
キ
ヨ
ッ
ソ
ー
ネ
東
洋
美
術
館
所
蔵
浮
世

絵
展

図
録
』
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

学
科
教
授

別
役
恭
子

監
修
・
共
著
、
神

戸
新
聞
社

女
子
大
・
短
大

『

に
よ
る
情
報
リ
テ

ラ
シ
ー
』
短
大
国
際
文
化
学
科
助
教
授

前

川

武
、
女
子
大
ス
ポ
ー
ツ
行
動
学
科
助
教

授

後
藤
米
子
、
短
大
国
際
文
化
学
科
教
授

岩
田
俊
彦
、
女
子
大
・
短
大
情
報
教
育
セ
ン

タ
ー

山
本

博

共
著
、
学
術
図
書
出
版

社

円

・・・・・・・・・・・・・

・
・

・
・
・

・
・
・
・

・
・

・
・

・
・
・

・
・
・
・

・・・・・・・・・

・

・
・
・
・
・
・ ・・・・

・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・

・
・
・
・

女
性
差
別
を

な
く
す
た
め
に

女
性
の
目
で
判
決
・
グ
リ

ム
童
話
・
女
偏
漢
字
を
読
む

明
石
書
店
三

二
四
円

守
口
に
男
子
生
徒
多
数
（
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
）

年度入試年度入試

統
合
の
成
果
人
間
科
学
部
に
現
わ
れ
る

統
合
の
成
果
人
間
科
学
部
に
現
わ
れ
る

国際大のオープンキャンパス（枚方）

男子生徒も多く訪れた
守口キャンパスのオープンキャンパス

大
学
の
ブ
ー
ス
に
来
て
く
れ
る
数
は

増
え
て
い
る
。
特
に
、
心
理
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
の
人
気
は
高
い
。

ス
ポ
ー
ツ
行
動
学
科
が
そ
れ
に
続
く

が
、
男
子
生
徒
が
相
談
に
来
て
、
こ

の
学
科
は
女
子
の
み
と
聞
い
て
が
っ

か
り
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。

経
営
情
報
学
部
は
ど
の
会
場
で
も

相
変
わ
ら
ず
の
人
気
を
保
つ
が
、
法

政
経
学
部
へ
の
関
心
度
が
今
一
つ
高

ま
ら
ず
、
今
後
の
募
集
活
動
の
大
き

な
課
題
で
あ
る
。

今
年
度
の
本
学
の
入
試
は
、
短
大

の
指
定
校
推
薦
入
学
選
考
、特
別
推

薦
入
学
選
考
か
ら
始
ま
っ
た
。

歳

人
口
急
減
の
中
、
大
学
志
向
が
高
ま

り
、
短
大
離
れ
が
叫
ば
れ
て
い
る
が
、

今
年
度
も
定
員
以
上
の
学
生
が
入
学

し
た
昨
年
と
同
数
の
志
願
者
が
あ
り
、

一
安
心
と
い
っ
た
と
こ
ろ
だ
。

年
内
の
推
薦
入
試
に
お
い
て
は
従

来
ど
お
り
守
口
キ
ャ
ン
パ
ス
（
短
大
、

人
間
科
学
部
）、
枚
方
キ
ャ
ン
パ
ス

（
経
営
情
報
学
部
、
法
政
経
学
部
）

別
々
の
日
程
と
方
法
で
行
う
が
、
年

明
け
の
一
般
入
試
に
お
い
て
は
短
大

と
大
学
（
人
間
科
学
部
、
経
営
情
報

学
部
、
法
政
経
学
部
）
の
二
本
立
て

と
し
て
、
大
学
は
日
程
、
方
法
す
べ

て
共
通
で
実
施
す
る
。
た
だ
し
、
大

学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
の
募
集

は
従
来
通
り
経
営
情
報
学
部
と
法
政

経
学
部
に
お
い
て
の
み
実
施
す
る
。

（
大
阪
国
際
大
学

入
試
・
広
報
室
長

中
島
是
美
）

（
敬
称
略
）

年
度
第

回

大
和
田
高
校

川
崎
広
美

羽
賀
田
裕

子

中
島
麻
美

末
包
朋
子（
以
上

）

（
豪
・
ジ
ー
ロ
ン
・
グ
ラ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
）

年
度
第

回

滝
井
高
校

原

知
世

岩
明
奈
津
未

田
惠
子
（
以
上

）

澤
井
絵
里

香

（
豪
・
ト
ゥ
ー
ラ
ッ
ク
・
カ
レ
ッ

ジ
派
遣
生
）

同

岡
野
真
由
美

吉
田
弥
生

（
加
・
ト
リ
リ
ア
ム
レ
ー
ク
ラ
ン
ド
地

方
教
育
委
員
会
派
遣
生
）

年
度
第

回

女
子
大

小
林
美
由
記
（
社
コ
ミ

）

高
橋
奈
津
香
（
人
健

）（
タ
イ
・

ピ
サ
ヌ
ロ
ー
ク
市
の
ナ
レ
ー
ス
ワ
ン
大

学
・
日
本
語
教
員
ア
シ
ス
タ
ン
ト
）

同

中
空
聡
子
（
国
コ
ミ

）

足
高

友
有
子

小
郷
晴
美
（
以
上
人
健

）

山
脇
昌
子
（
同

）（
モ
ン
ゴ
ル
・

ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
市
の
第

学
校
・
日

本
語
教
員
ア
シ
ス
タ
ン
ト
）

年
度
第

回

国
際
大

熊

明
浩
（
経
情

）（
加
・

北
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
コ
ロ
ン
ビ
ア
大

学
）

短
大

南
方
理
沙

山
本
梨
加

（
以
上
国
際

）
（

付
属
語
学
セ
ン
タ
ー
、
但

し
米
テ
ロ
の
た
め
中
止
）

有
本
裕
香

池
畑
美
音
（
以
上
幼
教

）

萩
家

清
佳

宮
森
聡
子

八
尾
裕
美

西
村

真
由
子
（
以
上
同

）（
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
立
大
学
幼
児
教
育
研
修
、
但
し

米
テ
ロ
の
た
め
中
止
）

年
度
第

回

国
際
大

高
本
洋
介
（
経
情

）

橋

本
希
美

伊
藤
匡
史

久
保
貴
博

坂

根
健
吾

瀧
川

聡
（
以
上
同

）

三
島
鉄
兵

宗
岡

剛

堤

雅
毅

（
以
上
同

）

橋
本
真
子

加
藤
美

幸

中
井
絵
美
（
以
上
法
政

）

南

光
忠

西
岡
一
也

多
田
武
史
（
以
上

同

）（
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
オ
ー

ク
ラ
ン
ド
大
学
に
派
遣
）

福
田
正
智

林

勝
也

井
上
知
美

河
野
恵
梨
子

西
尾

篤

南

孝
昌

（
以
上
経
情

）

廣
江
サ
ヤ

石
田

勇
気

光
成
菜
穂

永
井
裕
也

中
村

政
弘

潘

凌
瑜
（
以
上
経
情

）

古
川
直
樹

口
佳
代

平
塚

篤

錦
織

譲

坂
根
健
吾

下
村

悠

平
成

年
度

国
際
大

学
業
優
秀
者
表
彰

（敬称略）

（
以
上
経
情

）

原
田
亜
由
子

今

井
将
隆

小
島
純
香

鈴
木
麻
美

田

邉
早
夏

朴

眞

（
以
上
政
経

）

古
川
智
子

前
原
酉
子

三
輪
孝
志

谷
崎
真
也

鳥
生
佳
嗣

辻

祥
江

（
以
上
政
経

）

堀
口
晶
平

宮
本

正
城

中
井
絵
美

中
尾
秋
登

奥
野

健
三
郎

原
美
和（
以
上
法
政
経

）

平
成

年
度
女
子
大
・
短
大

大
阪
国
際
学
園
特
別
奨
学
生（
敬
称
略
）

藤
井
あ
ゆ
み

野
村
知
加
（
以
上
女

子
大
ス
ポ
行

）

仲
地
祐
奈

二
野

亜
矢
子
（
以
上
同

）

岡
田
佳
代
（
社

コ
ミ

）

土
居
夕
香
（
国
コ
ミ

）

宇
野
景
子
（
人
健

）

弘
田
恵
莉

（
短
大
家
政

）

西
坂
奈
津
子
（
同

幼
教

）

小
野
林
里
花
（
同
国
際

）

奥
田
政
三
教
育
・

奥
田
政
三
教
育
・

研
究
基
金
奨
学
生

研
究
基
金
奨
学
生



厳
選
採
用
と
い
う
方
針
の
下
に
、

自
社
の
採
用
基
準
に
合
っ
た
学
生
の

確
保
に
努
め
よ
う
と
し
た
結
果
、
採

用
予
定
者
数
を
確
保
で
き
な
か
っ
た

企
業
も
多
く
、
ま
た
内
定
辞
退
者
の

増
加
か
ら
、
各
企
業
の
採
用
活
動
は
、

や
や
長
期
化
す
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。

現
在
、
苦
戦
を
強
い
ら
れ
て
い
る

学
生
諸
君
も
諦
め
ず
に
活
動
を
続
け

て
ほ
し
い
と
思
う
。

（
大
阪
国
際
大
学

庶
務
課
長

中
山
貴
嗣
）

り
ま
す
。
そ
れ
は
、
今
年
の

月
に

中
間
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト

を
取
っ

た
際
、
就
職
希
望
者
の
内

割
が
未

活
動
で
あ
っ
た
こ
と
。
原
因
に
つ
い

て
は
、

何
を
し
た
い
の
か
進
路
の

方
向
が
わ
か
ら
な
い

就
職
活
動

す
る
事
が
面
倒

ま
だ
、
間
に
合

う
と
思
っ
て
い
る

な
ど
で
し
た
。

こ
の
紙
面
を
通
じ
て
、
そ
う
い
う
皆

さ
ん
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た
い
。

今
か
ら
で
も
い
い
、
自
分
自
身
の

将
来
を
考
え
、
諦
め
ず
に
自
ら
を
奮

い
立
た
せ
、
勇
気
を
出
し
て
行
動
し

て
く
だ
さ
い
。
就
職
採
用
戦
線
は
、

ま
だ
、
完
全
に
終
っ
た
訳
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
頑
張
ろ
う

そ
の
為
に
、

当
室
を
是
非
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

最
後
に
、
卒
業
前
年
次
の
学
生
の

皆
さ
ん
へ
、
今
後
も
、
企
業
の
採
用

選
考
は

早
期
化

長
期
化

厳

選
採
用

な
ど
予
想
さ
れ
る
で
し
ょ

う
。
そ
の
為
に
も
、
卒
業
年
次
を
迎

え
て
就
職
活
動
を
す
る
の
で
は
な
く
、

早
め
に
、
自
分
の
将
来
を
見
つ
め
、

慌
て
る
こ
と
な
く
十
分
に
事
前
準
備

を
し
、
就
職
活
動
本
番
に
は
、
自
分

を
強
く
信
じ
、
ど
ん
な
壁
に
ぶ
つ

か
っ
て
も
怯
む
こ
と
な
く
前
進
し
て

い
く
こ
と
を
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
為
に
も
、
当
室
の
就
職
関
係
行

事
に
積
極
的
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

今
ま
で
、
就
職
関
係
行
事
に
参
加
出

来
な
か
っ
た
方
も
今
か
ら
で
も
大
丈

夫
で
す
。
な
お
、
当
室
で
は
、
就
職

以
外
の
相
談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
の

で
、
気
軽
に
来
室
し
て
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
大
阪
国
際
女
子
大
学
・
短
期
大
学

進
路
相
談
室
係
長

尾
崎
茂
夫
）

大阪国際学園
CALENDAR

大阪国際大学
大学院 経営情報学部 法政経学部 留学生別科

年内授業終了

平成 年
後期補講（ ）
後期試験（ ）
集中講義（ ）
後期追試験（ ）
卒業証書・学位記授与式

大阪国際女子大学
人間科学部社会コミュニケーション学科 人間健康科学科
国際コミュニケーション学科 スポーツ行動学科

大阪国際女子短期大学
家政科 幼児教育科 国際文化学科

後期中断
集中・補講（ ）

平成 年
後期再開
後期終講
集中・補講（ ）
後期試験（ ）
追・再試験（ ）
卒業証書・学位記授与式（大学）
卒業証書授与式（短大）

大阪国際滝井高等学校
第 回オープンキャンパス
保護者対象入試説明会
避難訓練
期末考査（ ）
補習開始
終業式

平成 年
始業式
カルタ会
年授業終了

マラソン大会
卒業式
学年末考査（ ）
終業式
学習合宿（ ）

大阪国際大和田高等学校
大阪国際大和田中学校

保護者会（ ）（高校）
PTA研修会（中・高校）
入試説明会（高校）
期末考査（ ）（高校）
期末考査（ ）（中学）
保護者会（中学）
授業再開（中学）
講習開始（高校）
終業式

平成 年
始業式
耐寒ウォーク（中・高校）
カルタ会（高校）
カルタ会（中学）
イングリッシュフェスティバル
（中学）
年期末テスト（ ）（中学）
・ 年スキー講習（ ）（中学）

卒業式（高校）
学年末考査（ ）（高校）
学年末考査（ ）（中学）
卒業式（中学）
講習開始（高校）
授業再開（中学）
海外研修（ ）（中学）
終業式

大阪国際大和田幼稚園
作品展
おたのしみ会
終業式

平成 年
始業式
豆まき
生活発表会
個人懇談会（ ）
おもちつき大会
保育修了証書授与式
終了式

大阪国際学園
CALENDAR

大阪国際大学
大学院 経営情報学部 法政経学部 留学生別科

大阪国際女子大学
人間科学部社会コミュニケーション学科 人間健康科学科
国際コミュニケーション学科 スポーツ行動学科

大阪国際女子短期大学
家政科 幼児教育科 国際文化学科

大阪国際滝井高等学校

大阪国際大和田高等学校
大阪国際大和田中学校

大阪国際大和田幼稚園

自分で“市場創造”ができる
皆さん、お元気ですか？ 期生の平石です。在学中は良き友に恵まれ非常に
充実した学生生活を送ることができました。
さて、今回縁あって最近の私の近況を報告する機会ができましたので報告い

たします。
私は現在、ソニーマーケティング に勤めています。職務内容といたしまし
てはSONY商品の国内マーケティングとなるのですが、皆さんがTV・CMでご
覧になるSONYのCMの作成、雑誌広告やSONY特約店様への営業活動、心斎橋
のSONYタワーでのイベント等がそうです。
私が入社したのが 年。早いものでもう 年目になりました。
現在の所属部門は関西営業本部 大阪南ブランチといいまして、大阪中央部
阪南エリアまでのSONY特約店様への営業活動をしています。
今このエリアに住んでおられる方で、SONY商品を見つけられたら、それは
ひょっとしたら、私が担当している特約店様と地域特性、店舗特性、季節指数
etcによって導き出した商品なのかもしれませんので、ぜひ買って下さいね。
ソニーマーケティングに入社してよかった点を つ挙げるとすれば、自分で

市場創造が出来るということです。特約店経営者様へのプレゼン、商品導入、
販促活動、イベント企画と、とにかく、自分でやりたいことがあれば、社内で
声を出せばほとんどの場合任せてもらえます。いい意味で責任感が出て、プレッ
シャーもありますが、持ち前の明るさで、乗り切っています。
最近はAV、ITの融合が進みSONYの強みをますます発揮できる環境になっ

てきています。VAIOを軸に“繋がる”提案を今後もしていきたいと思ってい
ます。

世界一のテーマパーク作りへ
“The Power Of Hollywood”このフレーズに、何度、心をときめかせている

でしょう。長い間思い願っていた私の思いは今、現実となりすばらしい毎日へ
と導きます。
平成 年 月 日、全国のみならず全世界の注目を浴びながらGrand Open

したユニバーサル・スタジオ・ジャパン。今私はその大きな舞台で、“E. T.
Adventure”のアトラクション・クルーのリードとして全力を注いでいます。
少ないサービス業の実務経験をフルに生かし、一分一秒に出会うゲストに少

しでも有意義にユニバーサル・スタジオ・ジャパンで過ごして頂けるようなゲ
ストサ ビスの提供に努め、楽しいと思えることを仕事に出来ていることをと
ても幸せに思います。時には、思いもよらないアクシデントやゲストからのコ
ンプレイン、クレームもありますが、ユニバーサル・スタジオ・ジャパンに遊
びに来て頂いているゲストの方々の楽しそうな顔や、子供たちの笑顔を見るた
びにこの仕事をやっていてよかった、就けてよかったといつも実感しています。
少しでも多くの方々にユニバーサル・スタジオ・ジャパンに遊びに来て頂き、

楽しく有意義に過ごして、その楽しい気持ちのままお家へと帰って頂き、また
遊びに来て頂きたい。
私は、ゲストの方々のお時間をより少しでも有意義なものにしていただける

ように、そのお手伝いをこれからもしていきたいと切に思います。“The Power
Of Hollywood”を胸に、世界一のテーマパーク作りへの挑戦です。

OB・OGレポートOB・OGレポート

帝
国
女
子
（
現
大
阪
国
際
女
子
）
大
学

家
政
学
部
被
服
学
科

年
卒

ユ
ー
・
エ
ス
・
ジ
ェ
イ
運
営
本
部
運
営
部

パ
ー
ク
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
リ
ー
ド

柴
野

実
邦
子

大
阪
国
際
大
学
経
営
情
報
学
部

年
卒

ソ
ニ
ー
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

関
西
営
業
本
部

大
阪
南
ブ
ラ
ン
チ

平
石

智
親

大阪国際大学

平成 年
月

日 自己表現ガイダンス 文章
編

日 一般常識テスト
日 就職講座 ビジネスマナー

月

・ ・ ・ ・ ・ 日
就職講座 履歴書・エント
リーシートの書き方

履歴書添削
模擬面接

平成 年
月

履歴書添削
模擬面接

月

日 第 回就職ガイダンス
応募書類とこれまでの総復
習
日経経済常識テスト

履歴書添削
模擬面接

月

・ ・ ・ ・ 日
学内企業セミナー

履歴書添削
模擬面接

平平平平平平平平平成成成成成成成成成 年年年年年年年年年度度度度度度度度度 就就就就就就就就就職職職職職職職職職関関関関関関関関関係係係係係係係係係行行行行行行行行行事事事事事事事事事 今今今今今今今今今後後後後後後後後後ののののののののの予予予予予予予予予定定定定定定定定定平成 年度 就職関係行事 今後の予定

大阪国際女子大学・短期大学

平成 年
月

日 第 回職業適性検査結果活
用説明会
日 就職体験談発表会

日 第 回一般常識テスト
日 話しことば講座

日 インターネット講習会
日 自己分析講座
日 第 回履歴書の書き方講座

月

日 話しことば検定
日 第 回SPI模擬試験

日 第 回履歴書添削
・ 日 第 回履歴書用写真撮

影
日 保護者対象就職説明会

日 第 回面接訓練
日 第 回SPI模擬試験結果説
明会

日 第 回一般常識テスト

平成 年
月

日 第 回就職ガイダンス
日 第 回一般常識テスト
日 第 回就職ガイダンス

月

日 第 回漢字検定
日 第 回SPI模擬試験・自己
分析講座

日 第 回職業適性検査・企業
研究講座

・ 日 第 回履歴書用写真撮
影

日 第 回厚生労働省編一般職
業適性検査

・ 日 履歴書の書き方講座
日 履歴書添削

日 メイクアップセミナー
・ 日 学内企業説明会
日 グループディスカッション

講座
日 第 回時事問題対策講座

日 就職必勝実践セミナー
日 第 回面接訓練

月

日 第 回履歴書添削
日 企業研究講座
日 第 回職業適性検査結果活

用説明会
グループディスカッション
講座
日 第 回面接訓練

日 第 回一般常識テスト

苦
戦
も
諦
め
ず
活
動
を

企
業
の
採
用
活
動
や
や
長
期
化

年

月
卒
業
者
の
就
職
動
向

年

月
卒
業
者
の
就
職
動
向

平
成

年

月
卒
業
者
の
就
職
活

動
も
折
り
返
し
を
過
ぎ
よ
う
と
し
て

い
る
が
、
現
在
も
多
く
の
学
生
が
奮

闘
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ひ
と

り
ひ
と
り
の
検
討
を
祈
り
た
い
。
追

加
求
人
の
情
報
も
取
り
寄
せ
て
い
る

の
で
、
是
非
就
職
室
に
も
足
を
運
ん

で
ほ
し
い
。

私
は
、
こ
の

月
か
ら
応
援
に
き

て
い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
学
生

諸
君
の
言
動
を
新
鮮
に
受
け
止
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
、
こ
の
気
持
ち
を

ず
っ
と
持
ち
続
け
た
い
と
思
っ
て
い

る
。さ

て
、
企
業
の
採
用
動
向
を
み
る

と
、
ひ
と
こ
ろ
の
超
氷
河
期
と
い
わ

れ
た
時
期
を
脱
し
て
、
採
用
計
画
は

増
加
に
転
じ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。（
日
本
経
済
新
聞
社
の
ま
と
め

に
よ
る
と
主
要
企
業
の
来
春
の
大
卒

の
採
用
計
画
は
、

・

％
増
）

日
本
経
済
が
依
然
と
し
て
厳
し
い

状
況
に
あ
る
な
か
で
、
採
用
計
画
が

増
加
に
転
じ
た
の
は
、
競
争
力
を
維

持
す
る
た
め
将
来
に
向
け
た
優
秀
な

人
材
確
保
に
そ
の
理
由
の
主
た
る
要

因
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
こ
の
こ
と
は
各
企
業

の
厳
選
採
用
を
意
味
す
る
。
マ
ク
ロ

の
採
用
計
画
が
増
加
に
転
じ
て
い
る

の
に
、
学
生
の
実
感
と
し
て
苦
戦
を

強
い
ら
れ
て
い
る
の
は
こ
の
こ
と
で

あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

今
年
度
の
就
職
採
用
戦
線
（
中
間

報
告
）
を
振
り
返
り
見
る
と
、
昨
年

度
よ
り
も
企
業
側
の
採
用
活
動
の
開

始
が
半
月
か
ら

ヵ
月
程
度
早
く
、

採
用
に
お
い
て
も
、
非
常
に
厳
し
さ

が
あ
り
ま
し
た
。
当
室
で
は
、
卒
業

前
年
次
当
初
か
ら
現
時
点
に
お
い
て
、

就
職
活
動
の
理
解

筆
記
試
験

対
策

面
接
・
書
類
選
考
対
策

の

本
柱
で
も
っ
て
、
全
体
支
援
か

ら
個
別
支
援
を
実
施
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
し
か
し
今
年
度
の
本
学

最後まで頑張ろう
今年の就職戦線を
振り返って 中間報告

の
就
職
状
況
は
、
大
変
厳
し
い
状
況

で
す
。
ま
た
、
憂
慮
す
る
こ
と
も
あ

第

回
を
迎
え
る
生
涯
健
康
講
演

会
（
主
催

女
子
大
・
短
大
生
涯
健

康
研
究
所
）
は
、
精
神
分
析
家
・
小

此
木
啓
吾
氏
を
迎
え
、

月

日
、

奥
田
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
た
。
小
此
木
氏
は
、
臨
床
を
通
し

て
現
代
人
の
心
理
な
ど
に
つ
い
て
幅

広
い
発
言
を
行
っ
て
お
り
、『
ケ
ー

タ
イ
ネ
ッ
ト
人
間
の
精
神
分
析
』『
あ

な
た
の
身
近
な
困
っ
た
人
た
ち
の
精

神
分
析
』
な
ど
著
書
多
数
。
現
在
は

東
京
国
際
大
学
大
学
院
臨
床
心
理
学

研
究
科
教
授
で
慶
應
義
塾
大
学
環
境

情
報
学
部
客
員
教
授
。

会
場
に
は
、
一
般
市
民
、
教
育
関

係
者
ら
、
特
に
女
性
の
聴
衆
が
多
く

来
場
し
、「
精
神
分
析
か
ら
見
た
現

代
の
母
性
」
に
つ
い
て
同
氏
の
話
に

耳
を
傾
け
て
い
た
。

生
涯
健
康
講
演
会
に

精
神
分
析
・
小
此
木
氏
迎
え
る
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